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アジェンダ 

• ORACLE MASTER Oracle Database 11g 概要 

• 「 Bronze DBA 11g 」試験紹介 

• ポイント解説 
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実務エキスパートの 

認定 

↑ 

↓ 

製品知識の 

認定 

ORACLE MASTER Bronze 

「Oracle技術基礎」レベル 

ORACLE MASTER Silver 

「データベース管理中級」レベル 

ORACLE MASTER Gold 

「データベース管理上級」レベル 

ORACLE MASTER Platinum 

「データベース管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄ」レベル 

資格体系 
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ORACLE MASTER 

    Platinum  

Oracle Database 11g 

ORACLE MASTER  

     Silver 

Oracle Database 11g 

ORACLE MASTER  

     Bronze 

Oracle Database 11g 

Silver DBA11g 

Bronze DBA11g 

11g SQL 基礎Ⅰ 

実技試験 

ORACLE MASTER  

     Gold 

Oracle Database 11g 
Gold DBA11g 

基本的な技術を理解し、より高度な技
術者のもとで実践的な作業を行うこと
ができるレベル。 

基本的なコンセプトの操作方法を理解
し、より高度な技術者のもとで簡単な
操作ができるレベル。 
 

 ▲各種プロジェクトメンバー、 
 ▲チームメンバー 

技術要素を全般的に理解する上級技術者と
して、状況に応じた手法の提案や、助言が
行えるレベル。 
 

 ▲チームリーダー、 
 ▲小規模プロジェクトリーダー 

資 格 試 験 

各資格に必要な試験の種類 

概要 

トップレベルのエキスパートとして幅広い
技術力を駆使し、最適な構築、運用や、
適切な障害対策が行えるレベル。 
 

▲エキスパート技術者、技術責任者 

▲プロジェクトリーダー 
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試験の受験方法/申込み方法 

• 受験方法 

• ピアソンVUE公認テストセ ンター 

• 団体受験 - 所属の企業・団体指定の会場(オンサイト試験） 

 

• 試験のお申込み方法 

• http://www.oracle.com/jp/education/certification/examinfo-172594-ja.html 

 

• 試験料       ¥22,260（税込み） 

http://www.oracle.com/jp/education/certification/examinfo-172594-ja.html
http://www.oracle.com/jp/education/certification/examinfo-172594-ja.html
http://www.oracle.com/jp/education/certification/examinfo-172594-ja.html
http://www.oracle.com/jp/education/certification/examinfo-172594-ja.html
http://www.oracle.com/jp/education/certification/examinfo-172594-ja.html
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アジェンダ 

• ORACLE MASTER Oracle Database 11g 概要 

• 「 Bronze DBA 11g 」試験紹介 

• ポイント解説 
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Bronze DBA11g試験概要 

• リレーショナル・データベースの基本であるSQLを理解し、
Oracle Enterprise Manager 11gを利用したデータベース
管理が可能 

• インストールから環境構築、バックアップ・リカバリ、チュー
ニングまでの基本知識を保有 

• 試験概要（2011年9月現在） 
• 試験時間 ： 75分 

• 出題数 ： 48問 

• 合格ライン ： 60% 
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Bronze DBA11g試験範囲 

• データベース管理：オーバービュー  

• Oracleソフトウェアのインストールおよびデータベース作成  

• Oracle Enterprise Manager Database Controlの使用  

• ネットワーク環境の構成  

• Oracleインスタンスの管理 

• データベース記憶域の管理 

• ユーザーおよびセキュリティの管理  

• スキーマ・オブジェクトの管理 

• バックアップおよびリカバリの実行  

• データベースの監視およびアドバイザの使用 
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アジェンダ 

• ORACLE MASTER Oracle Database 11g 概要 

• 「 Bronze DBA11g 」試験紹介 

• ポイント解説 
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ポイント解説範囲（１） 

• データベース管理：オーバービュー  

• Oracleソフトウェアのインストールおよびデータベース作成  

• Oracle Enterprise Manager Database Controlの使用  

• ネットワーク環境の構成  

• Oracleインスタンスの管理 

• データベース記憶域の管理 

• ユーザーおよびセキュリティの管理  

• スキーマ・オブジェクトの管理 

• バックアップおよびリカバリの実行  

• データベースの監視およびアドバイザの使用 
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最短インストール＆DB作成（Linux） 

2 

5 

インストール
完了！ 

入力ページは↓ここだけ 

3 

1 

4 
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環境変数の設定 

• ORACLE_BASE  

• Optimal Flexible Architecture（OFA）のOracleディレクトリ構造の
ベースを指定します。 

 

• ORACLE_HOME 

• Oracleソフトウェアのインストール先 
 

• ORACLE_SID 

• インスタンス名（デフォルトはORCL） 
 

• LD_LIBRARY_PATH 

• 共有オブジェクト・ライブラリの位置（UNIX） 



Copyright© 2011  Oracle All rights reserved. 13 

問題1 

Oracle Database 11gをインストールする際に、  

  ORACLE_BASE環境変数の値を /u01/app/oracle に設定しました。 

  これにより、次のどの目的が達成されますか。1つ選択してください。 

a. データファイルが自動的に、この場所に格納される 

b. ORACLEソフトウェアがこの場所に置かれる 

c. Oracle Managed Files(OMF)の基準となる 

d. Optimal Flexible Architecture(OFA)の基準となる 
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解答1 

Oracle Database 11gをインストールする際に、  

  ORACLE_BASE環境変数の値を /u01/app/oracle に設定しました。 

  これにより、次のどの目的が達成されますか。1つ選択してください。 

a. データファイルが自動的に、この場所に格納される 

b. ORACLEソフトウェアがこの場所に置かれる 

c. Oracle Managed Files(OMF)の基準となる 

d. Optimal Flexible Architecture(OFA)の基準となる 
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Enterprise Managerを使用したDB管理 

• Oracle11gを管理するブラウザベースのGUIツール 

 
 

• Oracle Enterprise Manager Database Controlは、
次のような幅広い管理機能を提供します。  

• データベースの監視  

• 管理  

• メンテナンス機能  
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メモリ/CPUのリソース・チェック 

リアルタイム診断機能 

自動データベース診断監視（ADDM） 

SQL文の監視 

自動パフォーマンス診断レポート 

領域使用率の監視 

データベースの監視/管理 

Enterprise Manager 11g 
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Enterprise Manager Database Control 

• Database Control のURL：https://hostname:port/em 
 *hostnameは、コンピュータの名前またはアドレスです。 

 *portは、Database ControlのHTTPSポート番号です。 

 （デフォルトは1158です）。 
 

• Database Controlを利用するために、予め起動しておくもの 

• dbconsoleプロセス 

• リスナー・サービス 
 

 

• 起動/停止コマンド 

$ emctl start dbconsole  

$ emctl stop  dbconsole  
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問題2 
次のような内容のデータベースがあります。 
 

 インスタンス名： oudb1 

 ホスト名：ou.oracle.com 

 IPアドレス：111.33.33.33 

 Oracle Enterprise Manager Database Control のHTTPSポート番号：1158 
 

Webブラウザからリモートで、Oracle Enterprise Manager Database  

Controlによりデータベースにアクセスするために使用するURLは 

次のうちどれですか。2つ選択してください。 

a. https://oudb1.ou.oracle.com:1158/em 

b. https://www.111.33.33.33:1158/em 

c. https://www.oudb1.ou.oracle.com:1158/em 

d. https://ou.oracle.com:1158/em 

e. https://111.33.33.33:1158/em 
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解答2 
次のような内容のデータベースがあります。 
 

 インスタンス名： oudb1 

 ホスト名：ou.oracle.com 

 IPアドレス：111.33.33.33 

 Oracle Enterprise Manager Database Control のHTTPSポート番号：1158 
 

Webブラウザからリモートで、Oracle Enterprise Manager Database  

Controlによりデータベースにアクセスするために使用するURLは 

次のうちどれですか。2つ選択してください。 

a. https://oudb1.ou.oracle.com:1158/em 

b. https://www.111.33.33.33:1158/em 

c. https://www.oudb1.ou.oracle.com:1158/em 

d. https://ou.oracle.com:1158/em 

e. https://111.33.33.33:1158/em 
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ポイント解説範囲（２） 

• データベース管理：オーバービュー  

• Oracleソフトウェアのインストールおよびデータベース作成  

• Oracle Enterprise Manager Database Controlの使用  

• ネットワーク環境の構成  

• Oracleインスタンスの管理 

• データベース記憶域の管理 

• ユーザーおよびセキュリティの管理  

• スキーマ・オブジェクトの管理 

• バックアップおよびリカバリの実行  

• データベースの監視およびアドバイザの使用 
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SQLを使用したDBへのアクセス  

SQL文が入力されます。  

Oracle  

データベース  

文が、Oracleデータベース・
サーバーに送信されます。  

SELECT department_name   

FROM   departments;  

データが検索され、 

ユーザーに戻されます。  
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データベースへのアクセス 

クライアント 

データベース 

サーバ 

アプリケーション 

サーバ 

ユーザ・ 
プロセス 

ユーザ・ 
プロセス 

サーバ・ 
プロセス 

サーバ・ 
プロセス 

SGA 

メモリ上のデー
タを検索する 

ディスク上
のデータを
読込む 

SQL 

SELECT department_name   

FROM   departments;  

結果 
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データベース・サーバーの構造 

データベース 
 -ディスク上のファイル 
 -管理情報やユーザーデータ 
    変更ログなどが記録される 

REDOログファイル データファイル 制御ファイル 

SYSTEM 

ユーザ 
データ 

インスタンス 
 -SGA 
  Oracleが使用するメモリ領域 
 
 -バックグランドプロセス 
  データベースを効率的に管理する  
プロセス 

DBバッファ 
キャッシュ 共有プール REDOログ 

バッファ 

DBWR CKPT LGWR SMON PMON ARCH 

SGA 
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インスタンス（SGA） 

DBバッファ 
キャッシュ 共有プール REDOログ 

バッファ 

DBWR CKPT LGWR SMON PMON ARCH 

SGA 

• DBバッファキャッシュ 
データファイルから読込んだデータを保持する 

• REDOログバッファ 
更新履歴を一時的に保持する 

• 共有プール 
解析済みSQL/ディクショナリ情報を保持する 
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インスタンス（バックグランドプロセス） 

• SMON（システム･モニター） 
• システムを監視し、インスタンス障害時に 
インスタンス回復などを行う 

 

• PMON（プロセス・モニター） 
• プロセス群を監視し、異常終了した接続をク
リーンアップ 

 

• CKPT（チェックポイント） 
• チェックポイント発生時にDBWRへシグナル
を送る 

• DBWR（データベース･ライター） 
• データベースバッファキャッシュ上の更新
済みデータをデータファイルに書込む 

 

• LGWR（ログ･ライター） 
• REDOログバッファ上の更新記録を

REDOログファイルに書込む 
 

• ARCH（アーカイブ･プロセス） 
• アーカイブログファイルにREDOログファイ
ルのコピーを書込む 

DBバッファ 
キャッシュ 共有プール REDOログ 

バッファ 

DBWR CKPT LGWR SMON PMON ARCH 

SGA 
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データベース（データ・ファイル） 

• データファイル 

• 管理情報やユーザーデータが格納される 

• REDOログファイル 

• データベースに対する全ての更新履歴を記録する 

• 制御ファイル 

• データベース全体の整合性を維持するための情報が格納される 

REDOログファイル データファイル 制御ファイル 

SYSTEM 

ユーザ 
データ 
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問題3 

問合せの応答時間が遅いため調査したところ、Oracleインスタンスが 

  問合せを満たすデータすべてをメモリ上に保持するように構成されて 

  いないことが判明しました。 

  より良いパフォーマンスを得るためには、どのメモリー構造を変更しますか。 

  1つ選択してください。 

a. 共有プール 

b. データベース・バッファ・キャッシュ 

c. Redoログ・バッファ 
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解答3 

問合せの応答時間が遅いため調査したところ、Oracleインスタンスが 

  問合せを満たすデータすべてをメモリ上に保持するように構成されて 

  いないことが判明しました。 

  より良いパフォーマンスを得るためには、どのメモリー構造を変更しますか。 

  1つ選択してください。 

a. 共有プール 

b. データベース・バッファ・キャッシュ 

c. Redoログ・バッファ 
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メモリー・サイズの管理  

• メモリー（SGAおよびPGA）サイズの管理方法 
 

• 自動メモリー管理（推奨）:  

• SGAとPGAの合計値を指定することにより、Oracleデータ ベー
スが、 SGAおよびPGAのサイズを自動的に決定します。 

 

• 自動共有メモリー管理および自動PGAメモリー管理:  

• SGAのターゲット・サイズとPGAのターゲット・サイズを指定する
ことにより、Oracleデータベースが、 SGAおよびPGAのサイズ
を自動的に決定します。 

 

• 手動共有メモリー管理:  

• データベース管理者が、SGAを構成する各メモリーのサイズを
初期化パラメータに設定することで、SGA全体のサイズを管理し
ます。  

 

11g 
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自動メモリー管理(有効化)  

「有効化」をクリックすると、自動メモリー
管理が有効になります。  

• Oracleデータベースが、 SGAおよびPGAを自動的に管理 

• インスタンスで使用するメモリーの合計値を指定すると、Oracleデータ  
ベースが、SGAおよびPGAに割り当てるメモリーの量を動的に管理 

11g 



Copyright© 2011  Oracle All rights reserved. 31 

ポイント解説範囲（３） 

• データベース管理：オーバービュー  

• Oracleソフトウェアのインストールおよびデータベース作成  

• Oracle Enterprise Manager Database Controlの使用  

• ネットワーク環境の構成  

• Oracleインスタンスの管理 

• データベース記憶域の管理 

• ユーザーおよびセキュリティの管理  

• スキーマ・オブジェクトの管理 

• バックアップおよびリカバリの実行  

• データベースの監視およびアドバイザの使用 
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表の作成 

表の名前と表の所有
者を指定します。  

列の名前、データ型および 
長さを指定します。  
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表の変更  

表にVENDOR列を 
追加します。 
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データ型 

 

• VARCHAR2  ：可変長文字データ 

• CHAR      ：固定長文字データ 

• DATE      ：日付データ 

• NUMBER   ：数値データ 
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SQL Developer 

• SQL Developerのメニュー・オプションを使用した 

データ操作言語（DML）操作の実行 

• SQL Developerのメニュー・オプションを使用した 

データ定義言語（DDL）操作の実行  

 

11g 
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ポイント解説範囲（４） 

• データベース管理：オーバービュー  

• Oracleソフトウェアのインストールおよびデータベース作成  

• Oracle Enterprise Manager Database Controlの使用  

• ネットワーク環境の構成  

• Oracleインスタンスの管理 

• データベース記憶域の管理 

• ユーザーおよびセキュリティの管理  

• スキーマ・オブジェクトの管理 

• バックアップおよびリカバリの実行  

• データベースの監視およびアドバイザの使用 
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フラッシュバック機能 

• ユーザーエラーによって発生するデータ損失から、 

 通常のリカバリ操作より高速な復旧が可能 

Product 

Database 

Customer データベース単位 

フラッシュバック・データベース 

表単位 
フラッシュバック・ドロップ 

（ゴミ箱機能） 

表単位 
フラッシュバック・テーブル 
（表の中身のリカバリ） 
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フラッシュバック・テーブル 

• 指定した表の中身を特定の時点に戻す 

指定時点 現在 

FLASHBACK 

時刻 ⇒ 午前2時 

過去 未来 

UNDO表領域 

データ 
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フラッシュバック表の実行(1/2)  
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フラッシュバック表の実行(2/2)  
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フラッシュバック・ドロップ 

• DROP TABLE操作に対し「ごみ箱機能」を提供 

指定時点 現在 過去 未来 

Recyclebin 

DROP 

FLASHBACK 
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フラッシュバック・ドロップの実行（1/2）  
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フラッシュバック・ドロップの実行（2/2）  
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問題4 

アプリケーション･エラーにより、ある表データが誤って変更されていることがわ
かりました。変更された表のみを30分前の状態にオンラインでリカバリする方法
として、適切な方法は次のうちどれですか？ 

a. インスタンス･リカバリ 

b. フラッシュバック･ドロップ 

c. フラッシュバック･テーブル 

d. フラッシュバック･データベース 
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解答4 

アプリケーション･エラーにより、ある表データが誤って変更されていることがわ
かりました。変更された表のみを30分前の状態にオンラインでリカバリする方法
として、適切な方法は次のうちどれですか？ 

a. インスタンス･リカバリ 

b. フラッシュバック･ドロップ 

c. フラッシュバック･テーブル 

d. フラッシュバック･データベース 
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http://www.oracle.com/jp/education/certification/index.html 

チェックリスト 
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https://secure.oracle.co.jp/direct/inquiry-form.php 

Oracle Direct 検索 

あなたにいちばん近いオラクル 

Oracle Direct 
まずはお問合せください 

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル 

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。 
 
 
※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので、ご登録さ  
れている連絡先が最新のものになっているか、ご確認下さい。 

0120－155－096  

※月曜~金曜 9:00~12:00、13:00~18:00 

  （祝日および年末年始除く） 

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。 

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。 
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以上の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。 
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